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書評

著者 リプライ

『ジャーナ リズム とメデ ィア言説』書評論 文 リプライ

大石 裕

 本論 に入 る前 に、私 の著書 『ジャーナ リズム とメデ ィア言説 』につ いて丁寧かつ有益 な書評

をして下 さった浜氏に心 よ り感謝 したい。

 私が応 えるべきは、浜氏が指摘 された最後の部分、 「著者の立 ち位置」 に関す る問いか けで

あ ろ う。本書 において私は、ホロコース トの悲惨 さとそれ に対す る批判 の重要性 については全

面的に同意 しなが らも、そ うした批判がその後 の集合的記憶の構 築過程 で権力性 を帯びてきた

こと、その際にメデ ィア言説 が重要 な役割 を果 た してきた ことを指摘 した。浜氏は、そ うした

論の進 め方 に対 し、私が生産す る言説 も(こ の場合 は書物、ない しは論文 とい う形態を とって

い る)、 そ うした集合的記憶 とい う権力的な磁場 か ら逃れ られ ることはできない。従って、 「権

力性 」 とい う用語 をあたか も 「高み」 に立 って用 いるこ とはで きない し、すべ きではない と批

判 された もの と私 は理解 した。

 貴重な批判 である。私 自身、 こうした批判を受 けるこ とはある程 度覚悟 していた。だか らこ

そ、 「ナチズムが行 った こ うした残虐 な出来事 をホ ロコー ス トと呼び、… 非難 し続け ること

の重要性 は … 誰 も否定できない」(180頁)、 あ るいは 「もちろん、 こ うしたネオナチの信

念や行為 は全面的 に否定 され るべ きものである」(214頁)と いった文章 を 「言 い訳」 として

挟みなが ら論 じたので ある。 浜氏 も、もちろんその ことは十分承知 してい る。そ の うえで、あ

るいはそれだか らこそ、ア ンネ ・フランク ・ハ ウスに関 して 「権力性 」 とい う用語 を用いて分

析 を試み る私の 「立 ち位置」 をあえて問題 にされたのであろ う。

                   *  *  *

 この問いかけに対 して、私は自分の研究を少 し振 り返ることでお答えしてみたい。私は、社

会運動 とマスメディア報道の関連について、日本の環境問題を事例にいくつか分析を行ったこ

とがある(『政治 コミュニケーシ ョン』勤草書房、1998年)。 私は当初、多くの研究者がそ う

であったように、「社会運動 対 「大企業 ・行政機関」とい う観点から分析を行お うとした。

しかし、環境保護  反効率性  ゆとり(レ ジャー)社 会の構築一 リゾー ト開発、といっ

た系が成立 し、その結果80年 代後半から無秩序な乱開発を許容 した社会的な風潮に出会った

とき、そうした図式のみに依拠 して分析することの不十分さを実感 した。

 環境保護の重要性は認識 しながらも、環境問題の当事者ではない(と 認識 している)マ スメ

ディアや世論は、環境問題に関する集合的記憶を構築する過程で、他の争点や政策 と連関させ

ながら、その意味や社会的な位置づけを変化 させて しま うのである。このような作業は、現在
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進行 中である。水俣病報道 に関す る共同研 究の中で、私はやは り 「水俣病」 とい う言葉 の持つ

「権力性」、お よび水俣病 を記憶す るた めの様 々なイベ ン トや場所 の持つ 「権力性」 とい う観

点か ら研 究 を進 めてい る(「 『政 治』の 中の メデ ィア言説:水 俣病新 聞報道 に関す る一考察」

『法学研究』77巻 、12号 、 「チ ッ ソ安 定賃金闘争(1961-1963年)を め ぐるメデ ィア言説」

『水俣病事件報道のメデ ィアテ クス トとデ ィスクール にかんす る研 究』文部科学省科学研 究費

報告書 、2006年)。

 これ と同 じ問題意識 か ら、私 は英国のホ ロコー ス ト ・メモ リアル ・デ イの分析 を通 じて、ホ

ロコー ス トの 「活用」につ いて検討 したわけである。

                   *  *  *

 私 自身 、権力論、政治 コミュニケーシ ョン論 、社会運動論 といった研究の磁場の中で、そ し

て 日々メデ ィア を通 して構築 され、再生産 され ている 日本社 会の集合的記憶の 中で、言説 を紡

ぎ出 しているのは確 かである。私の立 ち位 置に関す る私 自身の認識 も、その ことを出発 点 とし

ている。 ただ し、浜氏の 「原爆の記憶はパールハ0バ ーの記憶や 南京大虐殺の記憶 な どが形作

る戦争の磁場 の うちに置かれ てお り(以 下略)」 とい う記述 につい ては一面で は的 をえてい る

と思 うが、 どうして も違和感が残 って しま う。

 私 は最近、やは り 「日中摩擦 とメデ ィア」 とい う共 同研究に参加 しなが ら、戦後 日本 のナ シ

ョナ リズム意識 の変遷iについて考 えてい る。 そ こでの一つのポイ ン トは8月6日 、9日 、15

日を軸 とす る8月 とい う月 の特異性 と、それ に関連す る 「広島 ・長崎 ・(沖縄)」 の集合 的記憶、

それ を構成す る場所 に関す る 「権力性 」なのである。確か に、広 島や長崎 の資料館 では、原爆

の記憶 のみな らず、世界 の核の廃 絶 を訴え る展示 も されてい る し、 これ らの地域では平和教育

が さかんで ある。

 はた して、 これ らの集合的記憶 をもとに構築 されて きた平和国家 ・日本 とい う 「現実」 ない

しはイメージ、その再生産に寄与 して きた メデ ィア言説 は、 「パ0ル ハーバーや南京大虐殺」

に関す る記憶 とどの程度交差 して きたのだろ うか。原爆や戦争の悲惨 さを伝 えるメッセ ージで

さえ も、 日本社会の集合的記憶 とい うフル イにかけ られ、内向 きのメ ッセー ジへ と変化 して し

まっているのではないだろ うか。被爆 国 日本 、 日本の戦争被 害 とい うよ うに。 そ うした 日本社

会の求心力が、近年 の 日本 のナ シ ョナ リズム意識 の高揚 と連 関 していないのだ ろ うか。 そんな

ことを考 えて しま うのである。

                   *  *  *

 最 後に(最 初 に述べ るべきだったか もしれ ないが)、 私に とって 「権力」 と 「影響力」 とは

同 じ意 味をもってい る。私 に とって権力 とい う用語やそれに類す る概念 は、 きわめて操作的な

ものであるこ とをお断 りしてお きたい。

 そ して、(歴 史的)出 来事、問題 、争 点 と向 き合いなが らも、 メデ ィア言説 を主た る研 究対

象 とす る ことが、私の立ち位置 をわか りに くくしてい るのでは、 とい う思い もある。それは、

既存のフ レー ムに依 拠 しなが ら儀礼的な報道 を繰 り返すジ ャーナ リズムに関す る批判的分析 と
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い う役割 をこの書に負 わせ たこと と深 く関連 してい る。

 どの程度的確な リプライ がで きたか、はなはだ不安であ るが、数多 くの考 えるヒン トを与 え

て下 さった浜氏に改めて感謝す る。

(おおいし ゆたか 慶磨義塾大学法学部)

121


